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巻
　頭
　言

　『
古
訓
医
伝
』横

浜
薬
科
大
学

金き
む

　
　成そ

ん

俊じ
ゅ
ん

　
本
書
に
関
し
て
、「
宇
津
木
昆
台
の
著
に
な
る
『
傷
寒
論
』『
金

匱
要
略
』
の
解
説
書
。（
中
略
）
①
『
医
学
警
悟
』
六
巻
（『
傷
寒

論
』『
金
匱
要
略
』
の
総
論
）、
②
『
風
寒
熱
病
方
経
篇
』
七
巻

（『
傷
寒
論
』
の
註
解
）、
③
『
風
寒
熱
病
方
緯
篇
』
七
巻
（『
金
匱

要
略
』
の
註
解
）、
④
『
薬
能
方
法
弁
』
五
巻
（
古
方
で
用
い
ら
れ

る
薬
物
の
薬
能
解
説
）
の
四
部
よ
り
な
る
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る

（『
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
』
よ
り
）。

　
本
書
は
昭
和
四
十
七
年
に
盛
文
堂
よ
り
復
刻
さ
れ
、『
医
学
警

悟
』
一
巻
に
、「
古
訓
医
伝
の
完
全
復
刻
に
寄
せ
て
」
の
文
が
あ

り
、「
昭
和
十
年
八
月
十
七
日
と
あ
る
か
ら
、
い
ま
か
ら
三
十
七

年
も
前
の
盛
夏
の
一
夜
、
当
時
本
郷
真
砂
町
に
あ
っ
た
龍
野
一
雄

氏
宅
に
、
大
塚
敬
節
、
木
村
長
久
両
氏
と
私
の
四
人
が
集
合
し
、

「『
古
訓
医
伝
』
を
読
む
会
」
と
い
う
の
を
催
し
た
。
こ
の
と
き
の

話
題
は
、
気
賀
林
一
氏
が
速
記
を
し
て
、『
漢
方
と
漢
薬
』
誌
第

２
巻
９
号
と
10
号
に
、
二
回
に
亘
っ
て
連
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

記
事
は
期
せ
ず
し
て
、『
漢
方
と
漢
薬
』
の
座
談
会
記
録
掲
載
の

尖
端
を
切
っ
た
も
の
と
な
り
、
当
時
日
本
の
漢
方
界
を
代
表
す
る

月
刊
誌
が
、
座
談
会
の
第
一
番
に
と
り
あ
げ
た
の
が
こ
の
宇
津
木

昆
台
著
『
古
訓
医
伝
』
で
、
漢
方
研
究
家
に
と
っ
て
特
筆
さ
れ
る

べ
き
大
著
述
で
あ
る
。（
後
略
）、
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
七
日

　

図　『漢方と漢薬』第２巻第10号より

巻頭言＿金先生.indd   1巻頭言＿金先生.indd   1 2023/02/08   15:152023/02/08   15:15
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東
洋
堂
経
験
余
話
（356）

▽
原
因
不
明
の
夜
間
の
寝
汗
と
悪
寒
に
芍
薬
甘
草
附
子
湯

▽
夜
間
に
な
る
と
腹
が
張
る
人
に
厚
朴
生
姜
半
夏
甘
草
人
参
湯

東
洋
堂
医
院
院
長　

松

本

一

男

（710）
原
因
不
明
の
夜
間
の
寝
汗
と
悪
寒
に

　

芍
薬
甘
草
附
子
湯

　

患
者
は
77
歳
の
男
性
。

　

初
診
日
は
、
Ｘ
年
６
月
７
日
。

　

既
往
歴
は
、
50
歳
代
に
腎
炎
。
62
歳
時
に
緑
内
障
。
67
歳
時
に
前

立
腺
肥
大
で
前
立
腺
摘
出
。
70
歳
時
に
右
肺
癌
で
１
／
３
を
摘
出
。

　

主
訴
は
、１
年
ほ
ど
前
か
ら
、特
に
今
年
に
入
っ
て
か
ら
夜
中
の
寝

汗
が
ひ
ど
く
、
夜
中
に
４
～
５
回
シ
ャ
ツ
を
取
り
換
え
る
。
そ
の
た

び
に
着
替
え
に
時
間
が
か
か
り
、
上
半
身
が
冷
え
て
悪
寒
が
す
る
。

そ
の
た
び
に
頻
尿
で
小
便
も
す
る
。
ま
た
シ
ャ
ツ
を
取
り
換
え
る
の

に
時
間
が
か
か
り
、
夜
、
寝
不
足
に
な
る
。
最
近
、
甲
状
腺
の
検
査

を
行
っ
た
が
、
異
常
は
な
か
っ
た
。
小
便
の
出
る
量
も
、
夜
中
に
多

い
。
そ
の
他
の
症
状
と
し
て
は
─
─
肩
や
項
部
が
凝
る
。
口
渇
が
少

し
あ
る
。
腰
痛
が
あ
る
。
疲
れ
易
い
。

　

食
欲
は
普
通
で
、
な
ん
で
も
食
べ
る
。
大
便
は
下
剤
を
服
用
し
て

も
３
～
４
日
に
１
行
。
小
便
は
前
記
。
睡
眠
も
前
記
。
嗜
好
品
は
、

コ
ー
ヒ
ー
１
日
１
杯
を
飲
む
。
タ
バ
コ
は
以
前
は
吸
っ
て
い
た
が
、

現
在
は
吸
っ
て
い
な
い
。

　

体
格
は
中
肉
で
中
背
タ
イ
プ
。

血
色
も
皮
膚
の
艶
も
普
通
。

　

身
長
170
㎝
。
体
重
64
㎏
。
平

熱
36
・
０
℃
。

　

診
察
す
る
と
、
脈
診
は
沈
に

し
て
微
。
舌
を
診
る
と
、
湿
潤

し
て
、白
苔
と
中
等
度
の
歯
痕
、	
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　頸
腕
症
候
群
・
貧
血
に
当
帰
芍
薬
散

【
症
例
】
　31
歳
、
女
性
。

【
初
診
】　
Ｘ
年
12
月
12
日
。

【
主
訴
】
　左

肩
甲
部
痛
。

　
影
の
薄
い
と
云
っ
た
感
じ
の
生
気
の
乏
し
い
痩
せ
た
色
白
の
女

性
。
２
日
前
の
起
床
時
に
寝
返
り
を
う
っ
た
ら
、
首
で
ピ
シ
ッ
と
音

が
し
て
発
症
し
た
と
云
う
。
左
肩
甲
部
痛
の
他
に
両
下
肢
が
重
く

突
っ
張
り
そ
の
た
め
に
歩
行
が
遅
く
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、
腱
反
射

な
ど
神
経
学
的
に
は
異
常
は
な
さ
そ
う
だ
。
頸
椎
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
も

異
常
な
し
。
理
学
療
法
と
外
用
薬
で
治
療
を
開
始
し
た
。

　
２
週
後
。
肩
甲
部
痛
は
軽
減
し
、
下
肢
の
ツ
ッ
パ
リ
感
も
軽
く

な
っ
た
。
し
か
し
今
度
は
立
ち
く
ら
み
が
あ
り
某
医
で
メ
リ
ス
ロ

ン
、
メ
チ
コ
バ
ー
ル
、
ア
デ
ホ
ス
コ
ー
ワ
、
プ
リ
ン
ペ
ラ
ン
が
処
方

さ
れ
て
い
る
と
云
う
。
目
眩
で
は
失
神
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
き
な

子
宮
筋
腫
が
あ
っ
て
脚
が
冷
え
る
と
の
こ
と
。

　
血
圧
108
／
74 

mm 

Hg
。
腹
力
わ
ず
か
に
低
下
し
両
腹
直
筋
の
軽
度

の
緊
張
と
、
両
下
腹
部
に
圧
痛
が
あ
る
。
当
帰
芍
薬
散
エ
キ
ス
（
９

ｇ
／
日
分
三
）
を
処
方
し
た
。
こ
れ
が
年
余
に
わ
た
っ
て
続
服
す
る

こ
と
に
な
っ
た
始
め
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
２
週
後
。
血
圧
は
変
わ
ら
な
い
が
立
ち
く
ら
み
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
云
う
。
本
人
は
本
方
の
効
果
を
実
感
し
た
ら
し
い
。

汗
ば
む
程
度
の
軽
い
運
動
を
勧
め
た
。

　
薬
が
美
味
し
い
と
云
い
、
歩
行
を
意
識
的
に
増
や
し
、
階
段
の
昇

降
を
積
極
的
に
し
て
い
る
。

　
Ⅹ
＋
１
年
２
月
27
日
。
左
耳
の
突
発
性
難
聴
を
発
し
某
医
で
ス
テ

頸
腕
症
候
群
・
貧
血
に
当
帰
芍
薬
散

変
形
性
頸
椎
症
に
プ
レ
ガ
バ
リ
ン

千
葉
古
方
漢
方
研
究
会

　中

　村

　謙

　介

漢方牛歩録
（408）
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ロ
イ
ド
投
与
を
受
け
て
い
る
と
云
う
。
苓
桂
朮
甘
湯
エ
キ
ス
（
６
ｇ

／
日
分
三
）
を
９
週
間
兼
用
。
聴
力
の
低
下
を
残
し
た
。
時
に
耳
鳴

が
あ
る
が
目
眩
は
落
ち
着
い
て
い
る
。

　
６
月
10
日
。
某
医
で
の
検
査
で
赤
血
球
388
万
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
9.8

ｇ
／
dL
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
33
・
１
％
。
ヘ
ム
鉄
が
処
方
さ
れ
、
10

月
末
に
は
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
11
・
０
ｇ
／
dL
と
な
っ
た
。
時
に
貧
血
の

た
め
に
だ
る
く
な
る
こ
と
が
あ
る
が
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
始
め
た
。

　
Ⅹ
＋
２
年
４
月
。
貧
血
は
改
善
し
た
。
聴
力
は
低
下
し
た
ま
ま
。

時
に
首
や
腰
の
痛
み
を
云
う
が
月
に
１
度
来
院
し
て
本
方
を
受
け

取
っ
て
い
く
。

　
８
月
。
生
理
時
に
目
眩
感
あ
り
。
体
重
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　
10
月
。
赤
血
球
412
万
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
13
・
５
ｇ
／
dL
、
ヘ
マ
ト

ク
リ
ッ
ト
41
・
９
％
。

　
11
月
。
目
眩
少
な
く
、
聴
力
正
常
化
の
傾
向
に
あ
る
と
云
う
。

　
Ⅹ
＋
３
年
８
月
。
ト
イ
レ
で
腰
痛
を
発
し
た
。
精
査
の
結
果
、
尿

管
結
石
と
子
宮
筋
腫
（
10
㎝
大
）
が
あ
り
手
術
予
定
と
な
る
。

　
Ⅹ
＋
４
年
４
月
。
筋
腫
摘
出
。
術
後
最
初
の
生
理
痛
強
く
、
出
血

も
多
量
だ
っ
た
。

　
10
月
現
在
。
目
眩
・
肩
こ
り
・
難
聴
は
な
い
。
こ
の
間
芎
帰
膠
艾

湯
や
当
帰
建
中
湯
を
考
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
敢
え
て
当
帰
芍
薬
散

単
独
を
与
え
続
け
た
。

　
こ
の
患
者
さ
ん
は
、
17
歳
の
頃
か
ら
肩
凝
り
を
訴
え
て
断
続
的
に

来
院
し
て
い
た
。
頸
腕
症
候
群
と
診
断
し
た
が
、
そ
の
裏
に
子
宮
筋

腫
に
よ
る
血
虚
を
見
落
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
　変
形
性
頸
椎
症
に
プ
レ
ガ
バ
リ
ン

【
症
例
】
　72
歳
、
男
性
。

【
初
診
】　
Ｘ
年
１
月
７
日
。

　
４
年
ほ
ど
前
に
右
上
肢
の
痺
れ
が
あ
り
変
形
性
頸
椎
症
と
診
断
し

た
。
以
後
１
～
２
週
に
１
回
の
割
で
理
学
療
法
に
通
院
し
て
い
た
。

サ
ボ
る
と
痺
れ
が
ひ
ど
く
な
る
と
云
う
。
内
服
薬
は
望
ま
ず
理
学
療

法
を
終
え
る
と
外
用
薬
を
受
け
取
り
、
待
ち
時
間
の
長
い
外
来
診
察

を
敬
遠
し
て
帰
っ
て
い
く
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
日
は
診

察
を
希
望
し
た
。

　
３
日
前
か
ら
左
肩
背
部
か
ら
左
上
腕
に
か
け
て
痺
れ
が
増
悪
し
て

痛
み
、
頸
部
を
前
屈
す
る
と
悪
化
す
る
。
当
院
休
診
の
た
め
、
某
院

受
診
し
内
服
薬
を
処
方
し
て
い
た
だ
い
た
と
云
う
。
こ
の
日
の
当
院

の
担
当
医
は
Vit 

Ｂ
12
と
ノ
イ
ロ
ト
ロ
ピ
ン
の
注
射
、
内
服
薬
と
し
て

桂
枝
加
朮
附
湯
エ
キ
ス
（
９
ｇ
／
日
分
三
）
に
中
枢
性
筋
弛
緩
薬
ア

ロ
フ
ト
を
処
方
し
、
頸
椎
部
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
依
頼
し
た
。
検
査
結
果
は

脊
髄
に
異
常
信
号
な
く
変
形
性
頸
椎
症
を
確
認
。

　
１
月
11
日
。
私
の
外
来
を
受
診
。
腹
候
か
ら
柴
胡
桂
枝
湯
を
兼
用

す
る
こ
と
に
し
て
、
前
記
２
本
の
注
射
を
し
た
。

　
１
月
19
日
。
症
状
ま
だ
軽
減
せ
ず
。
Vit 

Ｂ
12
の
内
服
薬
に
、
痛
み
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